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＊エントロピー生成に関する“揺らぎの定理”

：エントロピー生成率

＊重イオン衝突実験(RHIC, LHC)

ALICE JAPAN homepage : http://alice-j.org/qgp.html

熱揺らぎによる
統計的

ばらつきに制限

適用
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＊流体力学モデルの成功(粒子分布、粒子比、etc)

完全流体(~2000) → 粘性流体 → 揺らぎを含んだ流体

＊様々な揺らぎ

初期条件における揺らぎ
(衝突時の形状)

粒子数が有限であることに
よる揺らぎ(確率的粒子化)

熱揺らぎ
(粗視化)

揺動散逸関係 → 散逸と熱揺らぎは表裏一体
　熱揺らぎを考慮する必要性



＊エントロピーのばらつきの上限

PHENIX homepage :
http://www.phenix.bnl.gov/phenix/WWW/intro/

エントロピー ～ ハドロンの収量＊定数倍

＊中心度依存性
→ 小さい系での揺らぎ
　の効果が増大

http://www.phenix.bnl.gov/phenix/WWW/intro/
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